
霧

☆
の
じ
き
く
の
店
総
会
開
く

三
月
二
十
八
日
午
後
一
時
か

ら
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で

「
善
意
の
会
の
じ
ぎ
く
の
店
」

（
高
橋
利
一
理
事
長
）
第
八
回

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
は
三
十
九
月
六
月
一

日
発
足
、
現
在
正
会
員
六
十
七

名
、
協
賛
店
百
五
十
名
で
殆
ん

ど
が
神
戸
市
内
の
店
で
あ
る
。

こ
の
日
持
ち
寄
ら
れ
た
の
じ

ぎ
く
の
箱
・
み
ど
り
の
箱
の
義

金
は
十
五
万
八
千
円
余
り
。
の

じ
ぎ
く
の
箱
は
四
十
年
六
月
か

ら
設
慨
さ
れ
、
心
身
障
害
児
の

た
め
の
県
立
コ
ロ
ニ
ー
建
設
基

金
の
一
部
と
す
る
た
め
、
兵
庫

県
社
会
福
祉
事
業
団
を
通
じ
、

県
に
寄
託
し
て
お
り
、
現
在
約

四
百
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
み

ど
り
の
箱
は
四
十
五
年
ト
ョ
タ

カ
ロ
ー
ラ
兵
庫
の
提
唱
で
始
め

ら
れ
、
現
在
ま
で
に
約
四
十
万

円
を
県
に
寄
託
、
交
通
遺
児
教

育
基
金
と
し
て
い
る
。

☆
オ
リ
エ
ン
タ
ル
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
号
夏
の
豪
華
客
船
の
旅

四
月
は
、
オ
ロ
ン
セ
イ
、
ニ

ュ
ー
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
マ
ル
コ
ポ

デ
ン
ト
号
が
初
入
港
す
る
。

五
月
十
二
ｎ
は
、
横
浜
ｌ
香

港
１
基
隆
ｌ
神
戸
ｌ
横
浜
の
コ

ー
ス
で
、
二
十
四
日
は
、
横
浜

ｌ
サ
イ
パ
ン
ー
グ
ァ
ム
ー
神
戸

の
コ
ー
ス
。
香
港
ｌ
神
戸
三
万

一
五
○
○
円
’
十
一
万
五
千
円

と
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
あ
つ
か

い
で
Ａ
か
ら
Ｋ
ま
で
種
類
が
あ

る
の
で
安
い
。
基
隆
Ｉ
神
戸
一

万
八
九
○
○
円
か
ら
、
サ
イ
パ

ン
ー
神
戸
三
万
一
五
○
○
円
か

ら
、
グ
ー
ノ
ム
ー
神
戸
二
万
五
二

○
○
円
か
ら
と
、
豪
華
船
の
旅

を
割
あ
い
安
く
行
け
る
の
で
人

気
呼
び
そ
う
。
六
月
六
日
。
六
月

十
八
日
と
夏
に
向
っ
て
楽
し
い

船
旅
が
で
き
る
。
お
問
合
せ
は
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
シ
ッ
ピ
ン
グ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
３
９
１
．
３
８
８
２

☆
人
形
が
悲
し
む
と
き
：
…
．

第
一
回
金
山
平
三
記
念
美
術

賞
が
松
本
宏
氏
の
「
人
形
の
悲

し
み
」
に
決
定
し
た
。
金
山
平

三
は
兵
庫
県
の
生
ん
だ
偉
大
な

画
家
で
こ
の
賞
は
県
下
の
洋
画

域
で
は
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
。

「
六
甲
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ガ
ラ

ク
タ
類
を
売
っ
て
い
る
店
が
あ

る
の
で
す
が
、
あ
る
日
そ
こ
で

首
と
胴
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

た
日
本
人
形
を
み
つ
け
た
の
で

す
が
、
そ
の
と
き
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
の
が
、
こ
の
絵
を
描

く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

何
と
い
う
か
、
郷
愁
と
い
っ
た

も
の
に
ひ
か
れ
た
の
で
す
ね
」

松
本
氏
の
ア
ト
リ
エ
に
は
当

の
日
本
人
形
が
無
言
の
ま
ま
無

－
口
、
キ
ャ
セ
イ
号
な
ど
に
加

え
て
、
ロ
イ
ヤ
ル
ヴ
ァ
イ
キ
ン

グ
ス
タ
ー
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
エ

リ
ニ
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
）
な
ど
初

入
港
の
豪
華
客
船
で
に
ぎ
わ
っ

た
が
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
シ
ッ
ピ

ン
グ
が
、
こ
の
ほ
ど
Ａ
・
Ｐ
。
Ｌ

の
ク
リ
ー
プ
ラ
ン
ド
号
と
ウ
ィ

ル
ソ
ン
号
の
二
隻
を
購
入
、
オ

リ
エ
ン
タ
ル
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
プ
レ
ス
と
名
も

改
め
て
お
目
見
得
。
五
月
十
二

日
に
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
プ
レ
ジ

’
4２

オリエンタルプレジデント号

識劇篭溌Ｉ鰯
Ｅ鑓

画
驚

里甲. . . _ ｑ田－０ａﾖ ｰ ﾛ 』
…癌露悪顎転露蕊鍾露露⑳鶏

★
手
を
ひ
く

手
を
ひ
い
て
や
ろ
う
と

わ
た
し
が
手
を
出
す
と

こ
の
子
も

手
を
出
し
た
が

そ
れ
は

い
つ
も
の
よ
う
に

よ
だ
れ
に
函
れ
て
い
た

そ
れ
で

そ
の
手
を
い
そ
い
で

ひ
っ
こ
め
て

ご
し
ご
し
と

じ
ぶ
ん
の
服
で
こ
す
っ
て

こ
の
子
は

う
れ
し
げ
に

わ
た
し
の
手
を
に
ぎ
っ
た

か
わ
い
く

ぬ
く
く

い
じ
ら
し
い
手
で
あ
っ
た

近
藤
益
雄
詩
集
「
こ
の
子
を
ひ
ざ
に
」

作
者
は
小
学
校
校
長
を
退
職
し
、
理

想
に
燃
え
て
梢
神
薄
弱
児
施
設
を
設

立
、
こ
の
子
ら
の
饗
育
に
励
ま
れ
た

が
、
つ
い
に
自
ら
命
を
断
た
れ
た
。
そ

の
後
と
の
施
設
は
子
息
に
よ
っ
て
今
に

続
け
ら
れ
て
い
る
。

誕
生
日
の
お
祝
い
の
中
か
ら
意
識
的

に
百
円
節
約
し
献
金
す
る
。
各
家
庭

で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
機

会
を
も
つ
。
こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
と

し
て
、
わ
た
し
た
ち
す
べ
て
が
輔
神
薄

弱
児
（
者
）
を
あ
た
た
か
く
包
む
雰
囲

気
を
広
げ
る
と
同
時
に
、
ひ
と
り
ひ
と

り
の
か
け
が
え
の
な
い
生
命
に
つ
い
て

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
年
に
一
座
の
誕
生

日
を
有
意
義
に
し
よ
う
、
と
い
う
運
動

で
す
。

震
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
（
郵
便
局
の
前
）

（
二
五
一
）
八
一
六
一
内
線
３
１
６

誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動
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賀
川
豊
彦
の
著
作
を
知
り
、
そ

こ
に
書
か
れ
た
新
川
の
ス
ラ
ム

街
に
興
味
を
お
ぼ
え
た
。
以
来

一
貫
し
て
日
本
、
そ
れ
も
神
戸

に
対
し
て
関
心
を
抱
き
つ
づ
づ

け
て
き
た
と
い
う
こ
と
。
現
在

は
灘
区
に
住
み
、
神
戸
ル
ー
テ

気
味
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。

「
僕
は
今
ま
で
女
体
を
よ
く

描
い
て
き
た
の
で
す
が
、
エ
ロ

テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
、
肉
感
的
な

も
の
と
し
て
じ
ゃ
た
く
、
あ
く

ま
で
、
も
の
と
し
て
と
ら
え
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
人
形
を
テ

ー
マ
と
し
た
の
で
す
が
、
今
後

は
人
間
に
戻
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
」

本
誌
で
お
な
じ
み
の
岡
田
淳

氏
は
松
本
氏
の
教
え
子
で
あ
る
。

☆
ド
イ
ツ
か
ら
桜
の
女
王
が

こ
ん
に
ち
は
／
、

彫
の
深
い
顔
だ
ち
で
、
と
っ

て
も
美
人
の
西
ド
イ
ツ
の
桜
の

女
王
、
ク
リ
ス
タ
・
ク
リ
ス
ト

篭灘
１に神かわいいクリストフさん 受賞作「人形の悲しみ」

美
術

ガ
イ
ド

こ
の
桜
の
女
王
は
ハ
ン
ブ
ル

グ
市
に
在
住
す
る
日
本
商
社
や

現
地
邦
人
が
日
独
親
善
の
た
め

毎
年
選
出
し
て
い
る
も
の
で
ク

リ
ス
ト
フ
さ
ん
は
五
代
目
。

青
い
ス
ー
ツ
に
身
を
つ
つ
ん

だ
ク
リ
ス
ス
ト
フ
さ
ん
は
元
教

師
で
現
在
は
保
険
会
社
の
Ｐ
Ｒ

担
当
員
。
「
ハ
ン
ブ
ル
グ
市
内
に

も
ア
ル
ス
タ
ー
湖
畔
に
約
二
百

’
三
百
本
の
桜
が
あ
っ
て
五
月

末
ご
ろ
開
花
し
ま
す
。
日
本
の

桜
も
と
っ
て
も
き
れ
い
」
と
終

始
一
一
コ
一
一
コ
・
桜
よ
り
も
ず
っ

と
き
れ
い
な
お
城
さ
ん
で
し
た

☆
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
国
か
ら

愛
の
灯
を
神
戸
へ
／
・

ハ
ン
ナ
・
ト
リ
グ
エ
・
サ
ン
ウ

ィ
ッ
ク
牧
師
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

シ
ュ
ト
パ
ン
ガ
ー
生
ま
れ
。
師

は
若
い
こ
ろ
に
神
戸
市
在
住
の

蕊; 識鍵霊鍵ｉ 部§

１
４３

１

鴬
騨爵鍵驚鍔鳥、

ル
神
学
校
の
校
長
を
勤
め
、
日

本
語
も
と
て
も
流
暢
で
あ
る
。

「
私
が
日
本
へ
住
む
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
十
五
年
に
な
り
ま

す
。
神
戸
に
は
九
年
住
ん
で
い

ま
す
。
日
本
に
つ
い
て
の
木
も

こ
れ
ま
で
に
七
冊
書
き
ま
し

た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
日
本
と
は
、

海
運
国
と
い
う
こ
と
で
似
て
い

る
而
も
あ
り
ま
す
が
、
ｎ
本
に

は
心
を
打
つ
も
の
が
あ
り
、
特

に
日
本
の
青
年
は
素
晴
し
い
と

思
い
ま
す
。
私
が
日
本
の
人
々

に
望
む
の
は
、
物
質
的
な
豊
か

さ
を
追
う
の
で
は
浅
く
、
精
神

的
な
も
の
を
も
っ
と
大
切
に
す

る
こ
と
で
す
。
愛
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
」

こ
の
四
月
十
一
日
、
家
族
と

と
も
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
へ
去
っ

た
。☆

新
し
い
レ
ジ
ャ
ー

ゴ
ル
フ
ボ
ウ
リ
ン
グ

神
戸
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
神
戸
新
聞
会
館
８
Ｆ
（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
）
２
３
１
．
０
２
２
５
）
は

三
月
十
四
日
、
新
し
い
レ
ジ
ャ

ー
ス
ポ
ー
ツ
、
ゴ
ル
フ
ボ
ウ
リ

ン
グ
を
掲
げ
て
新
装
オ
ー
プ
ン

し
た
。
今
の
と
こ
ろ
ほ
か
に
は

東
京
の
高
円
寺
に
あ
る
だ
け
全

国
に
二
カ
所
し
か
な
い
。
す
で

に
計
画
中
の
と
こ
ろ
が
数
カ
所

あ
る
そ
う
だ
が
、
こ
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
ゴ
ル
フ
ボ
ウ

リ
ン
グ
の
草
わ
け
に
な
る
わ
け

だ
。さ

て
ゴ
ル
フ
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
爽
快
さ
と
ゴ
ル

I#;織議I蝿

☆
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

ス
ペ
イ
ン
版
画
の
全
貌
展
ク
ゴ
ャ
か
ら

ピ
カ
ソ
“
４
／
瓢
１
５
／
釦

★
白
鶴
美
術
館

李
朝
の
陶
器
４
／
湖
１
６
／
６

審
読
謹
癖
露
美
術
館
４
／
１
１

★
大
丸
百
貨
店
五
階
麺
極
３
１
５
／
８

南
欧
古
陶
展

恒
例
京
の
中
古
家
具
市５
／
ｍ
１
５
／
路

恒
例
京
の
中
古
道
具
市５
／
Ⅳ
１
５
／
蛇

堂
本
印
象
画
塾
三
夏
会
日
本
画
展

５
／
泌
１
５
／
羽

鍔
窪
逢
う
海
譲
嘩
六
職
種
麺
１
５
／
９

永
田
耕
衣
書
画
展
５
／
ｕ
ｌ
５
／
咽

横
塚
繁
油
絵
個
展
５
／
配
１
５
／
瓢

☆
さ
ん
ち
か
広
場

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
フ
ェ
ア
５
／
３
１
５
／
８

人
気
ポ
ス
タ
ー
・
フ
ェ
ア
５
／
ｍ
ｌ
５
／
躯

さ
ん
ち
か
日
椛
大
工
作
品
展
５
／
Ⅳ
１
５
／
虹

世
界
の
パ
イ
プ
と
珍
ラ
イ
ダ
ー
展

５
／
型
１
５
／
鋤

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

写
真
と
俳
句
・
詩
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
展

５
／
３
１
５
／
８

第
二
回
三
起
会
展
５
／
ｍ
ｌ
５
／
蛎

藤
原
昭
三
個
展
５
／
Ⅳ
１
５
／
蛇

サ
ン
ス
ト
ア
展
５
／
別
１
５
／
鯛

★
三
菱
ホ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

堀
江
写
真
展
５
／
３
１
５
／
８

佐
藤
輔
子
編
物
手
芸
作
品
展

５
／
ｍ
Ｉ
５
／
咽

森
本
卒
業
製
作
展
５
／
血
１
５
／
型

石
田
睦
子
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
作
品
展

５
／
型
１
５
／
羽

盆
栽
展
５
／
瓢
１
６
／
６

★
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

絵
画
六
人
展
５
／
１
１
５
／
７

今
岡
頒
子
舞
踊
団
・
モ
ダ
ン
グ
ン
ス
の

舞
台
写
真
展
５
／
８
１
５
／
型

第
六
回
兵
庫
県
写
真
作
家
協
会
公
募
展

５
／
お
’
５
／
迦

神
大
医
学
部
写
真
展
５
／
理
１
５
／
記

★
新
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー

橋
本
通
油
絵
個
展
４
／
鯛
１
５
／
４

古
唐
津
展
５
／
５
１
５
／
加

前
窪
幸
二
個
展
５
／
妬
１
６
／
１

ハンナ・トリグエ･ サンウイツク牧師
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に
も
始
め
ら
れ
る
手
軽
さ
で
は

あ
る
が
、
技
術
的
に
は
従
来
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
よ
り
奥
深
く
、
全

国
共
通
の
ハ
ン
デ
ィ
制
度
が
あ

る
な
ど
、
新
た
な
人
気
を
は
く

し
そ
う
で
あ
る
。

☆
花
の
女
が
生
き
生
き

シ
ン
プ
ル
な
美
し
さ
と
着
易

さ
で
人
気
の
あ
る
ジ
バ
ン
シ
イ

の
沌
春
Ｉ
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

四
月
三
日
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
。
パ
リ
の
粋
を

み
せ
る
こ
の
シ
ョ
ウ
は
「
花
の

女
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
シ
ル
エ

ッ
ト
は
ス
リ
ム
で
流
れ
る
よ
う

花時計
フ
の
級
密
さ
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

全
く
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う

こ
と
だ
が
、
グ
リ
ー
ン
に
統
一

さ
れ
た
明
か
る
い
室
内
で
は
、

は
や
く
も
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
お

も
し
ろ
さ
を
覚
え
た
男
女
で
活

気
づ
い
て
い
る
。
初
心
者
ば
か

り
な
の
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
た
く
さ
ん
配
置
さ
れ
、
親
切

な
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
誰

１
４４

神戸ボウリングセンタ

鍵
鍵
鍵
蕊
霊
識
議
》

☆
祭
り
へ
の
参
加

神
戸
ま
つ
り
も
三
回
目
を

迎
え
て
、
ま
す
ま
す
盛
り
上

り
を
見
せ
て
い
る
。
各
地
域

が
着
々
と
準
備
を
充
実
さ
せ

て
い
て
頼
も
し
い
限
り
だ
。

現
代
の
都
市
生
活
の
泣
き

ど
こ
ろ
と
い
え
ば
ま
ん
と
い

っ
て
も
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
欠
落
し
た
と
こ

視
し
て
は
成
立
た
な
い
。

そ
の
地
域
の
市
民
あ
げ
て

の
祭
り
な
の
で
あ
る
。

日
は
浅
く
三
回
目
だ
が
そ

の
支
え
に
港
の
ま
つ
り
が
あ

る
。
こ
の
祭
り
が
賑
や
か
に

よ
り
盛
ん
に
な
る
こ
と
は
神

戸
が
よ
り
繁
栄
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
わ
け
な
の
で
あ
る
。

ｌ
あ
漆
た
も
一
家
総
出

で
、
あ
る
い
は
、
会
社
の
社
員

総
出
で
神
戸
ま
つ
り
を
ど
う

楽
し
む
か
作
戦
を
た
て
て
く

だ
さ
い
。
神
戸
全
市
域
で
い

ろ
い
ろ
な
祭
り
や
協
賛
行
事

が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る

の
で
す
か
ら
。
（
Ｙ
）

ろ
で
あ
る
。

祭
り
を
馬
鹿
騒
ぎ
だ
と
白

眼
視
す
る
の
は
た
や
す
い
こ

と
だ
。
が
、
地
域
社
会
は
そ

ん
な
こ
と
で
は
成
立
た
な

い
、
理
解
さ
せ
よ
う
と
い
う

の
は
難
か
し
い
こ
と
だ
が
。

地
域
行
事
の
無
視
、
無
関

心
さ
加
減
の
な
か
か
ら
、
人

間
生
活
の
無
視
ｌ
環
境
の
破

壊
や
公
害
を
ま
き
ち
ら
し
て

平
気
で
い
ら
れ
る
心
理
状
態

が
で
て
く
る
。

地
域
あ
っ
て
の
社
会
で
あ

る
。大

企
業
も
中
小
企
業
も
ど

ん
な
商
業
活
動
も
地
域
を
無

【
○
国
固
弔
○
の
弓

☆
神
戸
新
聞
論
説
委
員
の
竹
田
洋
太
郎

氏
は
、
四
月
二
十
九
日
神
戸
新
聞
を
退

社
、
一
豆
１
ヨ
ー
ク
で
友
人
の
シ
マ
ザ

キ
氏
の
会
社
で
貿
易
マ
ン
と
し
て
新
し

く
ス
タ
ー
ト
さ
れ
御
家
族
は
一
ヶ
月
お

そ
く
、
と
も
ど
も
渡
米
さ
れ
ま
し
た
。

★
大
韓
民
国
訂
領
事
の
李
愚
庸
さ
ん

は
、
四
月
に
本
国
へ
栄
転
の
た
め
旅
立

た
さ
れ
ま
し
た
。

☆
作
家
の
藤
本
義
一
さ
ん
は
四
月
住
み

な
れ
た
大
阪
か
ら
西
宮
へ
転
居
さ
れ
ま

し
た
。
新
住
居
は
、
兵
庫
県
西
宮
市
上

甲
束
園
二
丁
目
六
番
釦
（
〒
６
６
２
）

麓
（
０
７
９
８
）
５
２
．
３
５
６
０

★
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
謹
本
唯
人
さ
ん
は
四

月
一
日
よ
り
仕
事
場
左
移
さ
れ
ま
し
た

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ケ
谷
３
１
超
１

３
メ
ゾ
ン
原
宿
５
０
１
（
〒
１
５
１
）

麓
４
０
２
．
１
７
６
５

★
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
米
田

満
さ
ん
は
三
月
完
成
し
た
甲
子
園
パ
ー

ク
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
五
階
に
居
を
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
〒
６
６
２
西
宮
市
甲
東

園
三
丁
目
一
番
四
１
５
０
８
雷
（
０
７

９
８
）
５
２
．
１
５
０
２

☆
英
文
毎
日
の
神
戸
駐
在
主
任
は
、
三

月
一
日
よ
り
木
村
宗
雄
さ
ん
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。
生
田
区
栄
町
４
ノ
３
毎
日

新
聞
神
戸
支
局
鴬
（
０
７
８
）
３
７
１

．
３
２
２
０

★
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
谷
明
さ
ん
は
、
仕

事
場
を
、
葺
合
区
磯
辺
四
丁
目
セ
ノ
六

（
五
階
五
一
六
号
）
雷
２
５
１
．
９
４

３
６
で
ス
タ
ー
ト
。

☆
カ
メ
ラ
マ
ン
の
赤
松
克
磨
さ
ん
は
、

五
月
一
日
、
神
戸
市
兵
庫
区
島
上
町
５

２
ア
カ
ッ
カ
マ
ン
シ
ョ
ン
－
Ｆ
で
、
ス

タ
ジ
オ
Ｐ
Ａ
Ｋ
Ｋ
を
オ
ー
プ
ン
。
独
立

さ
れ
ま
し
た
。

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー
「
リ
ー

ベ
」
の
飯
田
守
社
長
夫
人
が
、
四
月
十

三
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
田
中
印
刷
の
営
業
マ
ン
土
井
龍
雄
さ

ん
が
独
立
。
王
子
美
術
印
刷
を
開
業
。

灘
区
灘
北
通
五
ノ
セ
ノ
三
雷
８
０
１
．

０
０
１
１

を
軽
快
な
タ
ッ
チ
。
あ
ら
ゆ
る

も
の
に
プ
リ
ー
ツ
が
使
わ
れ
た

り
、
二
色
の
濃
淡
の
太
い
ふ
ち

ど
り
や
、
幾
何
学
的
な
プ
リ
ン

ト
、
リ
ネ
ン
も
の
が
多
く
、
色

は
白
と
グ
リ
ー
ン
、
強
烈
な
ブ

ル
ー
な
ど
が
み
ら
れ
、
デ
ザ
イ

ン
、
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
立
て

良
さ
で
、
本
格
派
の
味
を
た
ん

の
う
さ
せ
て
く
れ
た
。

☆
「
市
民
都
市
の
創
造
」
宮
崎

神
戸
市
長
が
講
演
集
を
出
版

大
都
市
の
ヒ
ズ
ミ
に
挑
戦
す

る
ユ
ニ
‐
ク
旗
都
市
政
策
ｌ

学
校
公
園
、
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー

ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ポ
ン

ド
、
環
境
条
例
な
ど
を
つ
ぎ
つ

ぎ
に
展
開
し
て
き
た
市
長
が
環

境
都
市
、
福
祉
都
市
の
創
造
を

市
民
に
訴
え
る
。
三
月
二
○

日
、
勤
草
書
房
よ
り
発
売
。

堂ジバンシィのショー
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ゆったりと落ち着いたスペースで

新しい“味，，をご賞味ください。
壁鑑謹琴騨畿謹欝一譲謬＝蕊韓三壷i識謹i鍵謹鎚懲謹a鐘饗

‐

1４５ 鮪, , 久手
神戸三宮生田ノ社ノ西

電話・三の宮（3 3 1 ）０９３５

〆

おいしさ力雰
口いつぱいに
ひろ力ぎる……

父｜
’

本場の味

、

■＝宮センター街柳筋店
ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 4 6 . 3 3 1 - 0 5 7 2

回新開地店
ＴＥＬ５７６－１１９１

国平野店（平野市場内）
ＴＥＬ3 6 1 - 0 8 2 1

園三宮センター街サンプラザビルＢ，
ＴＥＬ3 9 1 - 3 7 9 3

=4戸』
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亡…蝶鳶イズ

創業関瀧悩琴

羅物の2 1 J下
古ぃ港舗に諭仰セ砿
確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

神戸三富センター街ＴＥＬ( 3 9 1 ) 0 2 5 6

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを／

三恵洋服店
元町４丁目ＴＥＬ( 3 4 1 ) 7 2 9 0

G ＲＥＥＮＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧ

燕騨篭顛: 麓

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

太田篭甲店
元町１丁目ＴＥＬ( 3 3 1 ) 6 1 9 5

Ｍ１もＫｅｎｔ

ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です

シックな
スコッチ風の店舗
それがFunakIyaです

砿ｅｍｔｓｈｏｐ

閥F 周囲嗣
元町３T E L ( 3 2 1 ) 0 3 5 8

1４６
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ＧＲＥＥＮＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧ

1４７

お
す
“
レ

イ
ん
ぶ
ら

捺
涌

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
束

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
池
）
顕
師
両
弛
１
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
湖
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ
タクトレンズ

営業時間
ＡＭ,1 1 . 3 0～Ｐ.Ｍ､ 9 . 0 0

コンタクトレン
日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ( 2 5 1 ) 8 1 6 1 ．( 2 3 1 ) 2 5 7 0

感
溌
》

で
ん
わ
．
知
Ｉ
三
七
七
一

弧
’
○
六
三
四

狐
’
○
六
三
五

むや
さっ
しば
2り
んつ
かま
つい

高級紳士服専門店

神戸テーラー
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才
と
い
う
年

わ
い
で
い
た
り
、
あ
る
日
は
、
水
平
線
の
一
角
か

う
に
姿
を
現
わ
し
た
巨
船
が
、
ゆ
っ
く
り
と
日
に

で
お
ど
る
に
燃
え
た
、
遅
い
春
の
訪
れ
の
記
憶
を
よ
み
が
え
ら

る
。そ

う
だ
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
夫
人
の
死
の
あ
と
、
半
生
を
使
い
な

た
一
箇
の
道
具
、
た
と
え
ば
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
ヒ
ゲ
ソ
リ
器
と
か

面
台
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
汁
ん
じ
て
き
た
ふ
さ
に
本
当
の
幸

が
訪
ず
れ
た
の
だ
。

シ
プ
チ
ン
と
し
て
定
評
の
あ
る
彼
が
、
日
本
人
の
召
使
い
に

宅
を
買
い
与
え
る
と
い
っ
た
奇
跡
が
、
ふ
さ
に
よ
っ
て
実
現
し

ジ
ェ
ー
ム
ス
山
の
山
頂
近
く
に
あ
る
そ
の
邸
宅
に
、
老
人
は

の
骨
太
い
ス
テ
ッ
キ
を
突
き
、
青
年
の
よ
う
に
若
々
し
い
顔
で

っ
て
く
る
。
待
つ
だ
け
が
生
活
の
す
べ
て
に
な
っ
た
ふ
さ
に
と

邸
宅
の
南
側
の
窓
か
ら
は
、
樹
海
の
む
こ
う
に
陽
光
に
や
わ

ぐ
瀬
戸
の
海
が
見
わ
た
せ
、
ふ
さ
は
そ
の
海
に
白
い
三
角
波
が

ふ
さ
は
、
一
瞬
、
老
い
て
ゆ
く
身
に
、
あ
の
四
十

異
人
館
物
語
命
〉

ジ
エ
ー
ム

口
連
載
小
説

て
、
易 小

山
牧
子

え
・
石
阪
春
生

「
旦
那
様
、
幸
せ
は
ほ
ん
の
ひ
と
時
の
夢
で
ご
ざ

萌
え
た
つ
樹
木
の
葉
群
か
ら
吐
き
だ
さ
れ
る
春
の
呼
気
・
・
…
．

』
の
午
後
の
時
間
が
な
ん
と
待
ち
ど
お
し
か
っ
た
こ
と
か

ら
無
い
点
の

見
え
ぬ
早
さ

弓

い
ま
し
た
… ス

せ令。ＬＰでよさら・つ登例た邸 せ洗れ

〔
哀
歌

港
内
に
近
ず
い
て
き
、
船
の
側
壁
が
銀
の
破
片
の
よ
う
に
き
ら
き

ら
と
輝
い
て
い
る
の
を
、
う
っ
と
り
と
眺
め
な
が
ら
、
老
人
の
愛

撫
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

時
ど
き
老
人
は
、
あ
ま
り
に
も
手
を
広
げ
す
ぎ
、
収
拾
の
つ
か

な
く
な
っ
た
仕
事
の
重
荷
に
困
惑
し
、
手
負
い
の
獣
が
洞
に
か
く

れ
る
よ
う
に
ふ
さ
の
館
に
登
っ
て
く
る
時
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
、

ふ
さ
は
老
人
を
深
く
い
た
わ
り
な
が
ら
、
反
面
で
あ
る
喜
こ
び
を

か
み
し
め
る
の
だ
っ
た
。
ｌ
旦
那
様
に
は
、
も
う
本
当
に
私
一

人
し
か
瓶
れ
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
。
と
う
と
う
旦
那
様
は
私
の

も
の
に
な
っ
た
。

’
4８

あ
ら
す
じ
明
浩
時
代
と
い
え
ば
多
く
の
異
国
人
が
神
戸
に
移
り
住
み
、
西
欧

文
明
を
背
に
し
て
活
認
し
た
頃
だ
が
、
Ｅ
・
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
も
数
少
な
い
相
掛

師
の
一
人
で
、
兵
器
売
込
み
で
も
う
け
た
金
で
塩
屋
の
山
を
外
国
人
居
住
区
と
し

て
開
拓
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
届
用
人
の
中
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
か

ら
ひ
と
き
わ
か
わ
い
が
ら
れ
た
中
井
ふ
さ
の
姿
が
あ
っ
た
。
ふ
さ
は
第
二
次
大
戦

で
国
外
追
放
と
な
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
代
り
に
彼
の
残
し
た
財
産
を
守
り
ぬ
く
決

意
を
固
め
た
が
戦
争
が
激
化
す
る
に
つ
れ
て
彼
女
は
同
胞
の
敵
意
に
か
こ
ま
れ
、

深
い
坐
折
感
を
味
わ
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

戦
後
、
日
本
に
帰
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
は
戦
争
で
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
も
な
く
荒

廃
し
た
ジ
ニ
ー
ム
ス
山
の
復
胴
に
全
精
力
を
そ
そ
ぎ
こ
ん
だ
。
そ
し
て
年
老
い
た

老
妻
を
失
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
老
人
の
そ
ば
に
は
姿
の
代
り
に
彼
に
ぴ
っ
た
り
と
寄

り
そ
う
ふ
さ
の
姿
が
あ
っ
た
。
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身
分
の
違
い
過
ぎ
る

異
国
の
男
を
ひ
そ
か
に

愛
し
続
け
て
き
た
過
ぎ

た
ｎ
の
屈
辱
と
孤
独

を
、
ふ
さ
は
思
っ
て
い

た
。そ

ん
な
ふ
さ
に
、
老

人
は
た
い
そ
う
や
さ
し

く
た
る
時
が
あ
る
。

「
フ
サ
さ
ん
。
私
と
い

て
年
老
い
た
時
の
こ
と

が
心
配
の
時
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
？
」

「
は
い
、
旦
那
様
、
私

に
は
旦
那
様
に
お
つ
く

し
す
る
以
外
に
な
に
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
旦
那

様
の
お
そ
ば
に
い
ら
れ

１
４９

１

る
。
老
人
の
愛
撫
を
受
け
な
が
ら
、
こ
の
老
人
の
言
葉
を
反
謡
す

る
と
、
愛
さ
れ
る
喜
こ
び
が
更
に
強
ま
る
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い

が
、
人
の
よ
い
一
面
を
も
つ
ふ
さ
は
、
こ
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
老
の
口

約
束
を
文
書
に
し
て
残
す
べ
く
老
人
に
せ
ま
る
だ
け
の
ガ
メ
ッ
サ

に
欠
け
た
。

と
は
い
え
、
ふ
さ
の
し
あ
わ
せ
た
日
々
に
変
り
が
た
く
、
一
年

は
す
ぐ
に
流
れ
去
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
、
こ
の
ふ
き
の
幸
せ
は
の
っ
ぴ
き
な
ら
ぬ
運
命

の
鉄
槌
に
よ
っ
て
打
ち
く
だ
か
れ
た
。
突
然
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
死

が
き
た
の
だ
。

「
ジ
ェ
ー
ム
ス
さ
ん
が
死
に
は
っ
た
年
は
、
花
の
多
い
年
や
っ
た

。
。
。
。
；
」

年
々
め
ぐ
っ
て
く
る
同
じ
春
の
山
路
を
歩
き
な
が
ら
、
ふ
さ
は

つ
ぶ
や
く
。

ジ
ェ
ー
ム
ス
と
い
う
活
力
に
み
ち
た
老
人
の
精
気
を
吸
い
つ
く

そ
う
と
し
て
花
々
が
咲
き
だ
し
た
の
か
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
が
死
ん
だ

昭
和
二
十
六
年
の
春
、
郷
囲
は
葉
の
緑
が
花
の
下
に
ひ
し
が
れ
る

ほ
ど
た
く
さ
ん
の
花
を
つ
け
、
桜
は
、
花
の
重
み
で
枝
が
垂
れ
、

い
か
に
も
重
そ
う
な
風
情
で
咲
い
た
。

美
し
い
と
い
う
表
現
が
そ
ぐ
わ
ぬ
、
ま
る
で
大
地
の
業
の
よ
う

に
群
れ
咲
い
た
花
の
さ
ま
を
見
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
の
山
す
そ
に

鎮
座
ま
し
ま
す
不
動
明
王
に
詣
う
で
に
く
る
界
隈
の
老
婆
た
ち
が

話
し
あ
う
声
を
、
あ
の
年
、
ふ
さ
は
た
し
か
に
間
い
た
よ
う
な
気

が
す
る
。

「
今
年
は
、
例
年
に
の
う
、
え
ら
い
花
が
多
う
お
ま
す
な
」

「
ほ
ん
に
諒
花
の
多
い
年
は
、
そ
の
家
に
だ
れ
ど
人
死
に
が
あ
る

そ
う
で
…
…
」

「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
身
に
お
迎
え
が
く
る
ん
か
も
知
れ
ま

へ
ん
…
…
」

「
い
い
や
。
こ
な
い
暮
ら
し
に
く
い
世
の
中
、
早
よ
う
お
迎
え
が

き
て
く
れ
た
ら
と
思
わ
ん
日
と
て
な
い
け
ど
、
わ
れ
わ
れ
石
く
れ

み
た
い
な
命
が
逝
く
の
に
、
仏
さ
ん
も
こ
な
い
仰
山
な
花
を
飾
っ

て
く
れ
ま
す
も
の
か
」

「
そ
れ
も
そ
う
だ
す
な
…
…
」

る
間
は
、
幸
せ
で
ご
ざ

い
ま
す
が
．
…
．
．
」

「
ド
ン
・
マ
イ
ン
で
す
、
フ
サ
さ
ん
」

「
と
、
申
し
ま
す
と
？
」

「
私
い
ま
新
し
く
は
じ
め
た
ゴ
ル
フ
場
と
飛
行
場
の
発
着
場
を
作

る
事
業
に
た
く
さ
ん
お
金
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
仕
事

も
、
も
う
見
通
し
が
た
ち
ま
し
た
。
協
力
者
も
得
ら
れ
る
と
こ
ろ

ま
で
き
ま
し
た
で
す
。
も
う
少
し
の
我
慢
あ
り
ま
す
。
苦
し
み
も

う
少
し
の
間
。
ね
、
フ
サ
さ
ん
、
少
し
待
っ
て
下
さ
い
。
老
後
が

安
定
す
る
だ
け
の
資
産
を
、
し
ば
ら
く
し
て
ユ
ウ
の
名
前
に
ギ
ャ

ラ
ン
テ
ィ
し
ま
す
」

「
ま
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
、
旦
那
様
…
…
」

語
尾
を
ふ
る
わ
せ
て
涙
ぐ
む
ふ
さ
が
い
と
し
く
て
か
、
老
人
は

そ
ん
な
時
、
い
つ
に
も
ま
し
て
ふ
さ
に
溺
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
下
積
生
活
の
苦
労
を
な
め
て
き
た
四
十
歳
の
ふ
さ
は

こ
の
老
人
の
口
約
束
を
し
っ
か
り
と
胸
に
た
た
み
込
ん
だ
の
で
あ
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リ
ア
ル
な
話
し
ぶ
り
で
あ
る
。

Ｅ
・
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
、
英
帝
国
勲
章
受
章
者
、
享
年
六
十
三

歳
。ふ

さ
が
館
に
駆
け
つ
け
た
時
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
老
人
の
屍
は
、
す

で
に
白
い
花
々
に
か
こ
ま
れ
、
死
者
の
部
屋
に
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス

に
親
交
の
篤
か
っ
た
異
国
人
が
つ
め
て
い
た
。
そ
の
中
心
で
釆
配

を
ふ
る
っ
て
い
る
の
が
、
カ
メ
ロ
ン
商
会
の
時
代
か
ら
彼
の
片
腕

と
な
っ
て
働
い
た
Ｈ
・
Ｓ
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
と
彼
の
妻
で
あ
る
。

髪
ふ
り
乱
し
た
さ
ま
で
か
け
つ
け
た
ふ
さ
は
そ
こ
で
思
い
も
か

け
ぬ
壁
に
つ
き
あ
た
っ
た
。

愛
す
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
周
囲
に
は
、
ふ
さ
と
は
目
の
色
も
肌
の

色
も
違
う
異
国
人
が
居
並
び
、
悲
し
み
に
ぬ
れ
、
側
突
の
声
を
あ

げ
よ
う
と
す
る
ふ
さ
を
冷
た
く
拒
ん
で
い
た
。

「
一
目
、
旦
那
様
と
お
別
れ
を
…
…
」

と
願
う
、
ふ
さ
を
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
屍
の
そ
ば
に
近
づ
け
な
か

っ
た
の
で
は
決
し
て
な
い
。
が
、
彼
等
異
国
人
は
、
館
に
置
か
れ

た
古
い
帽
子
か
け
を
見
る
の
と
同
じ
無
関
心
き
わ
ま
り
な
い
視
線

で
ふ
さ
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ふ
さ
を
こ
の
館
の
召
使
い
と

し
て
の
立
場
か
ら
一
歩
も
出
さ
せ
な
い
決
意
を
意
志
表
示
し
た
の

だ
。
思
え
ば
、
夜
道
を
か
け
て
ふ
さ
に
ジ
ェ
ー
ム
ス
老
人
の
死
を

知
ら
せ
た
召
使
の
行
為
も
純
粋
に
ふ
さ
へ
の
憐
佃
の
情
に
か
ら
れ

て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
、
Ｈ
・
Ｓ
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
が
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
周
囲
を
か
た
め
る
前
に
、
ま
ず
ふ
さ
が
駆

け
つ
け
て
い
た
は
ず
と
ふ
さ
は
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の
ふ
さ
に
無
関
心
な
砦
い
目
の
壁
を
前
に
し
て
、
ふ
さ
が
、

ジ
ェ
ー
ム
ス
の
冷
え
き
り
硬
直
し
た
手
を
と
っ
て
涙
に
く
れ
る
と

い
っ
た
行
為
は
許
さ
れ
な
い
。

ふ
さ
は
、
側
突
の
声
を
の
み
込
み
、
長
い
間
苦
楽
を
共
に
し
た

旦
那
様
と
の
最
後
の
別
れ
を
果
し
た
。
勿
論
、
終
生
、
忠
実
に
仕

え
た
召
使
い
と
し
て
で
あ
る
。

そ
の
夜
、
召
使
い
た
ち
は
、
月
ざ
め
た
ま
ま
朝
を
待
っ
て
い
た

カ
ナ
ダ
に
い
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
娘
た
ち
へ
の
連
絡
は
す
で
に
す
ま

せ
、
や
が
て
、
お
と
ず
れ
る
朝
、
彼
等
は
、
こ
の
希
代
の
事
業
家

を
と
む
ら
う
た
め
の
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

’
5０

そ
の
あ
と
、
老
婆
た
ち
は
、
し
わ
ぶ
き
の
よ
う
に
乾
い
た
笑
い

声
を
た
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
…
…
。

蹴
燭
が
終
る
と
桜
、
も
と
に
復
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
邸
に
咲
い
た

喬
蔽
も
、
そ
の
時
翰
の
花
は
、
驚
く
ほ
ど
に
大
輪
で
数
が
多
か
っ
た

や
が
て
百
日
紅
が
ピ
ン
ク
の
花
を
つ
け
、
夏
が
過
ぎ
る
と
金
木
犀

が
匂
い
た
ち
、
山
路
に
萩
が
咲
き
乱
れ
る
頃
に
は
、
ふ
さ
は
も
う

そ
の
年
の
花
の
多
さ
に
も
慣
れ
、
あ
の
老
婆
た
ち
の
不
吉
な
会
話

を
忘
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
運
命
の
十
一
月
十
二
日
が
き
た
。
ふ
さ
は
、
夜
半
ジ

ェ
ー
ム
ス
邸
の
召
使
い
が
戸
を
た
た
く
け
た
た
ま
し
い
音
に
目
を

覚
ま
し
た
の
で
あ
る
。

「
中
井
さ
ん
、
起
き
て
ん
か
／
、
旦
那
様
が
急
な
こ
っ
ち
ゃ
で

〃
》
」「

な
ん
や
っ
て
え
別
」

素
足
の
ま
ま
で
土
間
に
降
り
立
ち
戸
を
あ
け
る
と
、
冬
の
予
兆

を
感
じ
さ
せ
る
十
一
月
の
尖
が
っ
た
風
と
共
に
、
顔
を
蒼
白
く
こ

わ
ば
ら
せ
た
召
使
い
が
立
っ
て
い
る
。

「
お
医
者
、
呼
ぶ
間
も
あ
ら
し
ま
へ
ん
ね
ん
」

「
大
勢
の
人
が
つ
い
と
っ
て
じ
ゃ
ら
じ
ゃ
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
も

ん
か
」男

の
よ
う
な
激
し
い
口
調
で
喚
き
た
て
、
身
じ
ま
い
も
そ
こ
そ

こ
に
、
ふ
さ
は
山
道
を
走
り
降
り
た
。

ｌ
旦
那
様
が
死
歳
は
っ
た
測
そ
ん
潅
篤
鹿
潅
こ
と
が
あ
る
も

ん
か
。
あ
ん
な
頑
強
な
人
が
、
急
に
死
ん
で
し
ま
い
は
る
な
ん

て
、
あ
ほ
ら
し
い
こ
と
を
い
う
た
ら
あ
か
ん
。

ふ
さ
は
、
運
命
の
不
意
う
ち
を
信
じ
か
れ
、
心
で
あ
が
ら
い
続

け
た
。
が
、
足
は
、
若
い
者
で
さ
え
お
よ
び
も
つ
か
ぬ
速
さ
で
駆

け
続
け
る
の
で
あ
る
。

急
を
知
ら
せ
た
召
使
い
が
、
ふ
さ
の
気
迫
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら

ふ
さ
の
あ
と
に
つ
い
て
走
り
息
を
切
ら
せ
て
叫
ぶ
。

「
心
臓
マ
ヒ
で
す
ね
ん
と
。
し
ん
ど
い
か
ら
ゆ
う
て
早
よ
う
お
や

す
み
に
な
り
は
り
ま
し
て
ん
。
そ
れ
が
一
寸
間
し
て
呼
び
リ
ン
な

り
ま
し
た
よ
っ
て
行
っ
て
み
ま
し
た
ら
、
も
う
Ⅱ
え
が
白
う
ひ
つ

く
り
返
つ
と
っ
て
…
・
・
・
」
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て
は
っ
た
。
イ
ッ
、
ネ
バ
ー
、
ハ
ッ
プ
ン
や
っ
て
。
う
ろ
聞
き
や

け
ど
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
片
腕
や
っ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
さ
ん
は
、
遺
産

の
相
続
権
の
こ
と
で
も
い
ろ
い
ろ
相
談
受
け
て
、
遺
言
に
名
前
を

書
き
込
ん
だ
人
の
こ
と
、
あ
の
人
に
だ
け
は
前
も
っ
て
言
う
て
あ

る
ら
し
い
で
え
」

低
く
さ
さ
や
か
れ
あ
っ
た
そ
の
対
話
を
ふ
さ
は
聞
い
た
か
ど
う

か
。
が
、
も
し
聞
い
た
と
し
て
も
、
ふ
さ
は
自
分
の
耳
を
う
た
ぐ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
れ
ほ
ど
ジ
ェ
ー
ム
ス
老
人
は
た
し
か
な
約

束
を
し
て
く
れ
て
い
た
で
は
な
い
か
。
も
し
召
使
い
た
ち
の
噂
が

事
実
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
老
人
の
生
前
か
ら

ふ
さ
を
嫌
っ
て
い
た
ウ
イ
リ
ア
ム
の
作
為
で
あ
る
と
、
彼
女
は
思

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
翌
日
、
開
か
れ
た
遺
言
状
に
は
、
召
使
い
た
ち

が
噂
し
た
通
り
、
中
井
ふ
さ
へ
の
贈
与
に
関
す
る
一
行
の
記
栽
も

な
か
っ
た
。
己
れ
を
不
死
身
と
信
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
む
こ
う

い
き
の
強
い
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
こ
と
、
遺
言
状
を
書
き
か
え
る
ひ
ま

も
な
し
に
突
然
の
死
が
お
そ
い
か
か
っ
た
ゆ
え
の
こ
と
か
。
そ
れ

と
も
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
も
や
は
り
生
え
ぬ
き
の
イ
ギ
リ
ス
人
、
異
国

の
女
を
孤
独
の
な
ぐ
さ
め
に
は
し
た
け
れ
ど
、
遺
産
を
残
し
て
や

ろ
う
と
す
る
や
さ
し
い
心
な
ど
毛
頭
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
今

も
っ
て
残
る
ナ
ゾ
で
あ
る
。
（
つ
づ
く
）

死
者
の
い
る
館
で
の
つ
か
の
間
の
閑
暇
の
時
、
同
じ
よ
う
に
館

に
使
わ
れ
て
い
た
同
僚
た
ち
が
、
ふ
さ
に
話
し
か
け
る
。

「
急
な
こ
と
で
気
を
落
し
は
っ
た
や
ろ
け
ど
、
元
気
出
し
な
さ
れ

や
…
…
」

こ
の
慰
め
の
言
葉
も
ふ
さ
は
素
直
に
受
取
れ
な
い
。
ジ
ェ
ー
ム

ス
の
生
前
、
雇
主
の
信
頼
と
好
意
を
独
占
し
て
い
た
こ
と
で
、
ふ

さ
は
な
ん
と
し
ば
し
ば
彼
等
の
憎
悪
の
対
象
に
さ
れ
て
い
た
こ
と

だ
ろ
う
。
彼
等
は
、
い
ま
、
ふ
さ
の
悲
し
み
の
さ
ま
を
見
て
も
痛

快
が
り
こ
そ
す
れ
、
共
に
泣
い
て
な
ど
く
れ
は
し
な
い
の
だ
。

心
を
固
く
こ
わ
ば
ら
せ
な
が
ら
、
ふ
さ
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
老
人
と

共
に
持
っ
た
つ
か
の
間
の
楽
し
か
っ
た
日
々
を
思
い
返
し
て
い
た

と
、
背
後
で
、
ふ
さ
を
は
ば
か
る
よ
う
な
低
い
さ
さ
や
き
声
が
交

わ
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

「
あ
し
た
、
弁
護
士
さ
ん
が
呼
ば
れ
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
さ
ん
の
遺

言
状
が
開
か
れ
る
ん
や
と
…
…
」

「
へ
え
…
…
。
中
井
さ
ん
、
気
が
も
め
る
こ
と
や
な
」

「
ふ
ん
、
ど
う
も
遺
言
状
に
は
、
中
井
ふ
さ
の
な
の
字
も
入
っ
て

な
い
ら
し
い
で
え
…
…
」

「
そ
ん
な
ア
ホ
な
…
…
」

「
そ
う
か
て
、
さ
っ
き
紅
茶
の
お
代
わ
り
持
っ
て
入
っ
た
ら
、
ウ

イ
リ
ア
ム
さ
ん
が
え
ら
い
は
り
き
っ
て
、
中
井
さ
ん
の
こ
と
い
う
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繁郎

ぐ
う
な
い

宮
内
温
泉
と
い
う
、
ひ
な
び
た
そ
の
温
泉
宿
は
、
村
役
場
の
わ

き
を
流
れ
て
い
る
渓
流
の
四
キ
ロ
ほ
ど
上
流
に
、
ぼ
っ
つ
り
と
一

粁
だ
け
た
っ
て
い
た
。

渓
流
は
泊
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
端
の
群
れ
を
ぬ
っ
て
流
れ

武
田
繁
太

え
・
横
塚

連
載
小
説
〈
調
〉

ハ
イ
ウ
エ
イ

’
5２

〔
あ
ら
す
じ
〕
東
名
高
速
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
多
木
洋
介
は
神
戸
の
女
性
宇

津
康
子
と
知
合
い
、
逢
瀬
を
重
ね
る
う
ち
に
康
子
に
ひ
か
れ
て
い
っ
た
。
あ
る

日
友
人
岡
本
和
彦
と
共
に
神
戸
へ
き
た
多
木
は
康
子
に
会
え
ず
、
彼
女
の
面
影

に
似
た
辰
野
英
子
を
紹
介
さ
れ
、
六
甲
山
へ
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
。
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
情
景
に
誘
わ
れ
て
英
子
を
抱
き
し
め
た
多
木
の
胸
に
、
初
め
て
感

じ
る
い
と
お
し
さ
が
つ
の
り
、
そ
の
夜
二
人
は
愛
し
あ
っ
て
別
れ
た
。

そ
ん
な
時
突
如
と
し
て
康
子
か
ら
砥
話
が
あ
り
、
多
木
と
康
子
は
二
人
の
愛

を
確
か
め
あ
っ
た
。
翌
朝
、
風
の
よ
う
に
去
っ
て
い
っ
た
康
子
を
追
い
神
戸
に

き
た
筈
の
多
木
は
、
岡
本
の
早
呑
み
込
み
と
神
戸
の
雰
囲
気
の
中
で
英
子
を
捜

し
て
い
る
自
分
に
気
付
い
た
。
英
子
を
み
つ
け
た
多
木
は
淡
路
島
へ
の
ド
ラ
イ

ブ
に
出
か
け
た
が
、
そ
の
帰
り
に
中
年
の
男
と
寄
り
そ
っ
て
歩
い
て
い
る
康
子

を
目
撃
し
た
。
そ
の
衡
鍵
を
負
っ
て
帰
京
し
た
多
木
の
も
と
に
康
子
か
ら
の
屈

託
の
な
い
晒
話
が
入
っ
た
。
十
日
間
の
休
暇
を
え
た
多
木
は
、
北
海
道
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
に
康
子
と
出
か
け
、
札
幌
か
ら
海
岸
沿
い
の
国
道
を
通
り
、
さ
い
は
て

の
村
島
牧
に
向
っ
た
。
そ
の
村
は
、
難
病
に
か
か
っ
た
象
の
花
子
が
温
泉
で
闘

病
し
て
い
る
こ
と
で
、
か
つ
て
新
測
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

て
い
る
水
は
、
一
点
の
濁
り
も
み
あ
た
ら
ぬ
ほ
ど
、
気
持
ち
よ
く

透
き
と
お
っ
て
い
た
。
こ
う
い
う
清
流
に
は
、
お
そ
ら
く
ア
ユ
や

ヤ
マ
メ
な
ど
が
群
泳
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。

宮
内
温
泉
は
、
渓
流
沿
い
の
林
道
か
ら
す
こ
し
奥
ま
っ
た
原
生

林
の
な
か
に
あ
っ
た
。
そ
の
す
ぐ
ま
え
に
、
象
の
花
子
が
湯
治
し

て
い
る
プ
レ
フ
ァ
ブ
の
建
物
が
み
え
た
。

二
人
は
、
不
意
の
訪
れ
だ
っ
た
が
、
泊
り
客
も
少
な
い
ら
し

く
、
す
ぐ
、
二
階
の
八
帖
の
客
室
に
と
お
さ
れ
た
。

「
東
京
か
ら
ク
ル
マ
で
お
越
し
で
し
た
か
。
そ
れ
は
、
そ
れ
は
、

お
疲
れ
で
し
た
ろ
う
」

四
十
が
ら
み
の
お
か
み
は
、
い
か
に
も
農
家
の
主
婦
然
と
し
た
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島
牧
に
居
を
さ
だ
め
て
い
た
。

感
じ
だ
っ
た
が
、
こ
の
宿
も
、
股
家
と
兼
業
だ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
か
っ
た
。

島
牧
に
は
、
宮
内
温
泉
の
ほ
か
に
、
干
走
温
泉
、
小
金
井
沢
温

泉
な
ど
と
い
う
温
泉
も
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
は
、
那
須
火
山
系
に

属
し
て
い
る
の
で
、
沢
の
あ
る
と
こ
ろ
な
ら
、
だ
い
た
い
、
ど
こ

を
掘
っ
て
も
、
温
泉
が
湧
き
だ
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ

る
。「

い
ま
も
、
村
で
、
千
走
川
の
河
口
の
そ
ば
を
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て

い
ま
す
が
、
途
中
ま
で
掘
っ
て
、
も
う
五
、
六
十
度
の
温
泉
が
で

て
い
ま
す
よ
」

お
か
み
は
、
村
じ
ゅ
う
温
泉
だ
ら
け
だ
と
、
笑
い
だ
し
て
い
た
。

海
は
魚
の
宝
庫
、
山
は
山
菜
の
宝
庫
、
そ
れ
に
、
温
泉
群
と
、

こ
こ
は
、
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
土
地
柄
だ
っ
た
。

「
左
ん
だ
か
、
ま
る
で
こ
の
世
の
極
楽
み
た
い
な
秘
境
ね
。
景
色

は
絶
好
だ
し
」

康
子
は
目
を
ま
る
く
し
た
が
、

「
極
楽
と
い
え
ば
、
こ
の
山
の
上
は
、
動
物
た
ち
の
天
国
な
ん
で

す
よ
」

「
じ
ゃ
、
北
海
道
名
物
の
熊
も
い
ま
す
の
？
」

「
え
え
、
え
え
。
い
ま
す
よ
。
こ
の
村
の
狩
場
山
と
い
う
山
は
、

道
内
で
二
番
目
に
高
い
山
で
す
け
れ
ど
、
こ
こ
に
は
、
熊
が
何
百

頭
も
楼
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
」

「
こ
の
辺
ま
で
で
て
き
ま
す
の
？
」

「
い
い
え
。
熊
は
で
て
き
ま
せ
ん
け
ど
、
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
た

ら
、
国
道
あ
た
り
ま
で
も
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
て
き
ま
す
よ
」

な
る
ほ
ど
、
い
か
に
も
こ
こ
は
秘
境
の
村
だ
と
い
え
た
。

ひ
と
休
み
し
た
と
こ
ろ
で
、
二
人
は
、
象
の
花
子
を
た
ず
ね
る

こ
と
に
し
た
。

宿
の
下
駄
を
借
り
て
、
宿
の
玄
関
さ
き
に
あ
る
花
子
の
家
に
で

か
け
て
い
っ
た
。
入
口
を
は
い
る
と
、
す
ぐ
広
い
土
間
に
衣
っ
て

い
て
、
花
子
は
、
寝
わ
ら
の
な
か
に
、
そ
の
巨
体
を
よ
こ
た
え
て

い
た
。土

間
の
半
分
は
、
小
さ
な
プ
ー
ル
の
よ
う
な
温
泉
場
に
な
っ
て

い
て
、
ホ
ー
ス
で
ひ
い
た
温
泉
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
だ
し
て
い

た
。
さ
す
が
に
象
の
は
い
る
浴
場
は
、
象
な
み
の
キ
ン
グ
サ
イ
ズ

だ
っ
た
。

花
子
の
世
話
を
し
て
い
る
Ｓ
氏
に
来
意
を
告
げ
る
と
、
Ｓ
氏

は
、
心
よ
く
二
人
を
迎
え
て
く
れ
た
。

「
花
子
も
だ
い
ぶ
元
気
に
な
り
ま
し
て
ね
。
も
う
ひ
と
息
な
ん
で

す
よ
」Ｓ

氏
は
、
横
む
き
に
ご
ろ
ん
と
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
花
子
の
長

い
鼻
を
撫
で
な
が
ら
言
っ
た
。

「
ま
あ
。
か
わ
い
い
目
を
し
て
ま
す
わ
れ
」

康
子
は
、
こ
わ
ご
わ
花
子
の
大
き
な
顔
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
が
、

花
子
は
、
き
れ
い
に
澄
ん
だ
小
さ
な
目
で
、
鼻
を
撫
で
て
く
れ
る

主
人
の
顔
を
じ
っ
と
み
あ
げ
て
い
た
。

Ｓ
氏
は
、
花
子
と
五
年
以
上
も
親
娘
の
よ
う
に
、
文
字
ど
お
り

寝
食
を
と
も
に
し
て
き
て
い
た
。
五
年
前
は
、
花
子
は
、
ま
だ
六

歳
の
仔
象
だ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
そ
ろ
そ
ろ
娘
ざ
か
り
を
迎
え
る

十
一
歳
の
成
象
に
な
っ
て
い
た
。

さ
い
し
ょ
、
Ｓ
氏
は
、
難
病
の
ク
ル
病
に
か
か
っ
て
、
処
置
に

困
っ
た
花
子
を
、
処
分
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。
Ｓ
氏

は
、
業
界
で
も
き
こ
え
た
剥
製
師
で
、
熊
だ
け
で
も
、
も
う
五
千

頭
も
解
剖
し
て
、
標
本
に
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

だ
が
、
Ｓ
氏
は
、
花
子
の
あ
わ
れ
な
姿
を
み
て
、
殺
す
に
忍
び

た
く
な
っ
た
。
直
せ
る
も
の
な
ら
、
な
ん
と
か
し
て
こ
の
難
病
か

ら
花
子
を
救
っ
て
や
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｓ
氏
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
、
道
内
は
も
と
よ
り
、
樺
太
、
千
島

の
山
々
に
烏
や
獣
を
も
と
め
て
暮
ら
し
て
き
た
。
動
物
の
生
態
に

つ
い
て
は
、
な
ま
じ
な
動
物
学
者
よ
り
も
通
暁
し
て
い
た
。
熱
帯

性
動
物
の
象
は
は
じ
め
て
だ
が
、
Ｓ
氏
は
、
花
子
の
飼
育
に
も
自

信
を
持
っ
て
い
た
。

こ
の
日
か
ら
、
Ｓ
氏
と
花
子
と
一
心
同
体
に
な
っ
た
闘
病
生
活

が
は
じ
ま
っ
た
。
さ
い
し
ょ
は
、
札
幌
郊
外
の
真
駒
内
の
自
宅

か
つ
た
の
で
、
長
万
部
の
奥
に
あ
る
二
股
温
泉
に
引
越
し
、
さ
ら

に
、
新
し
い
温
泉
場
を
え
ら
ん
で
、
二
年
ほ
ど
ま
え
か
ら
、
こ
の

で
、
花
子
の
看
病
を
つ
づ
け
て
い
た
が
、
温
泉
療
法
が
い
い
と
わ

１
５３
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健
康
な
象
な
ら
と
も
か
く
、
北
海
道
の
よ
う
な
寒
冷
な
土
地

で
、
病
弱
左
象
を
飼
育
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
動
物
学
界
の

常
識
か
ら
い
っ
て
、
不
可
能
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
事
実
、
い
ま
ま

で
世
界
中
に
も
そ
の
例
を
み
な
か
っ
た
。

動
物
学
者
た
ち
は
、
在
野
の
一
剥
製
師
の
こ
の
試
み
を
黙
殺
し

た
。
学
者
た
ち
に
か
ぎ
ら
ず
、
世
間
の
目
も
冷
淡
で
あ
っ
た
。
だ

れ
ひ
と
り
、
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
よ
う
と
す
る
も
の
も
い
な
か

っ
た
。花

子
は
、
よ
く
食
べ
る
。
イ
モ
、
リ
ン
ゴ
、
パ
ン
な
ど
、
一
日

に
二
十
五
キ
ロ
、
生
卵
な
ど
一
回
に
五
十
個
も
平
ら
げ
る
。
食
費

だ
け
で
も
、
月
に
十
五
万
円
か
か
っ
た
。
Ｓ
氏
は
、
札
幌
で
剥
製

店
を
経
営
し
て
い
た
が
、
そ
の
収
入
を
つ
ぎ
こ
ん
で
、
花
子
の
看

病
に
専
念
し
た
。

幸
い
、
二
股
温
泉
時
代
か
ら
、
札
幌
で
建
築
会
社
を
経
営
し
て

い
る
Ｋ
氏
夫
妻
が
、
花
子
の
大
の
フ
ー
ノ
ン
に
な
り
、
二
股
か
ら
島

牧
に
移
る
と
、
Ｋ
氏
は
、
百
万
円
の
私
財
を
投
じ
て
花
子
の
家
を

建
て
、
地
元
青
年
を
雇
っ
て
、
Ｓ
氏
の
助
手
に
あ
た
ら
せ
た
。

こ
う
し
た
人
々
の
善
意
と
愛
情
が
花
子
の
身
に
奇
蹟
を
生
ん
だ

の
で
あ
る
。
動
物
学
界
の
定
説
は
う
ち
砕
か
れ
た
。
花
子
は
六
年

間
も
生
き
つ
づ
け
、
し
か
も
、
め
き
め
き
健
康
を
と
り
戻
し
て
い

っ
た
。
こ
れ
は
、
過
去
の
動
物
実
験
の
専
門
家
た
ち
の
だ
れ
も
が

な
し
え
な
か
っ
た
、
世
界
の
新
記
録
で
あ
っ
た
。
花
子
は
、
一
日

生
き
の
び
る
た
び
に
、
み
ず
か
ら
の
生
命
力
で
、
世
界
記
録
を
更

新
し
て
い
た
。

花
子
は
、
タ
イ
の
象
で
あ
る
。
Ｓ
氏
の
悲
願
は
、
花
子
が
歩
行

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
生
ま
れ
故
郷
の
タ
イ
に
彼
女
を
か
え

し
て
や
る
こ
と
だ
っ
た
。
「
動
物
を
自
然
に
還
し
て
や
る
こ
と
が
、

動
物
に
た
い
す
る
人
間
の
最
上
の
愛
情
な
の
で
す
。
花
子
も
も
う

年
ご
ろ
で
す
。
一
日
も
早
く
、
タ
イ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
仲
間
た
ち

の
群
れ
に
か
え
し
て
や
り
、
い
い
恋
人
を
持
た
せ
て
や
り
た
い
。

そ
し
て
、
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
を
生
ま
せ
て
や
り
た
い
。
そ
れ

が
、
い
ま
の
わ
た
し
の
願
い
な
ん
で
す
」

と
、
Ｓ
氏
は
熱
を
こ
め
て
語
る
。
も
う
六
十
を
す
ぎ
て
い
る
と

い
う
が
、
Ｓ
氏
は
、
髪
も
ぐ
る
ぐ
る
と
し
て
、
全
身
に
若
々
し
い

情
熱
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
山
歩
き
で
き
た
え
た
身
体
も
、
頑
強

そ
の
も
の
の
感
じ
だ
っ
た
。

花
子
の
寝
て
い
る
上
に
は
、
鉄
柱
が
長
く
戸
外
ま
で
の
び
て
、

ウ
イ
ン
チ
が
と
り
つ
け
て
あ
っ
た
。

「
さ
あ
。
花
子
。
立
っ
て
み
よ
う
」

Ｓ
氏
は
、
大
き
な
花
子
の
尻
に
ム
チ
を
あ
て
た
。
助
手
の
青
年

が
、
花
子
の
腹
に
巻
い
た
綱
を
ウ
イ
ン
チ
に
結
び
つ
け
、
チ
ェ
ー

ン
を
巻
き
だ
し
た
。

「
花
子
ノ
．
立
っ
て
／
，
」

Ｓ
氏
が
舌
を
鳴
ら
し
な
が
ら
呼
び
か
け
る
と
、
花
子
は
、
横
だ

お
し
に
な
っ
て
い
た
巨
体
を
、
じ
わ
じ
わ
と
腹
這
い
に
さ
せ
た
。

「
さ
あ
。
が
ん
ば
っ
て
ノ
．
」

花
子
は
、
巻
き
あ
げ
ら
れ
て
い
く
ウ
イ
ン
チ
の
助
け
を
か
り
な

が
ら
、
ク
ル
病
で
ま
が
っ
た
肢
に
ち
か
ら
を
こ
め
、
け
ん
め
い
に

１
５４
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< 神戸の催し物５月ご案内＞
＜音楽＞
★ちあきなおみリサイタル
５月６日（日）①P ・Ｍ２：００②P . Ｍ､ 6 ：００開演
民音会員制室1 , 0 0 0 神戸国際会館
喝采／四つのねがい／劇場他

☆立川清登リサイタルーヨーロッパ歌の親善使節
神戸放送児童合唱団を送る夕べ
５月1 5 日（火）Ｐ. Ｍ､ 6 ：５０～9 ：００

☆灘ii獄iii‘:鋤~,:”
神戸労音Ｓ密2 , 8 0 0 Ａ薯2 , 5 0 0 Ｂ蓄2 , 0 0 0
Ｃ雪1 , 5 0 0 神戸国際会館

☆熱蕊祷; i 瀞縛首懸
☆ポップス。インロコーベ
５月1 9 日（土）①P . Ｍ､ 2 ｇｏｏ～4 ：００
②P . Ｍ5 ：００～7 ：ＯＯ神戸国際会館
西郷卸彦、にしきのあきら、今陽子
Ａ雷2 , 0 0 ＯＢ密1 , 5 0 0 Ｃ薯1 , 0 0 0

☆ツトム・ヤマシタ打楽器リサイタル
５月2 5 日（金）Ｐ. Ｍ､ ７：００～９：００
シーズンズ（武満徹作曲) ／打楽器とテープのための" 旋
帳, , （石井真木) ／マスクス（ツトム・ヤマシタ）
民音会員制苗9 0 0 神戸国際会館

☆ジャック・ルーシエ・トリオ
５月2 6 日（土）Ｐ皿. 6 ：３０～９：００
＜メンバー＞ピアノ／ジャック・ルーシェベース／ピエ
ール・ミシュロドラムス／クリスチャン・ギャロ
＜曲目＞イタリヤ協奏曲" 主よ人の望みの喜びは，，／フーガ
N o . ５／トッカータ・二短調他
民音会員制密1 , 1 0 0 神戸国際会館

く演劇＞
★滝の白糸
５月８日（火）①ＰＭ, １：００～４：００
②P . Ｍ､ 6 ：００～９：００神戸国際会館
原作／泉鏡花演出／マキノ雅弥振付／花柳芳次郎
椛成／山本紫朗出演／朝丘雪路、津川雅彦他
民音会員制害1 , 1 0 0

★影
５月2１（月）２２（火）２３（水）Ｐ６Ｍ. 6：1 5 ～9：００
神戸国際会館神戸労音会員券
５月2 4 日（木）Ｐ､ Ｍ６：１５～９：００芦屋ルナホール
劇団民芸公演作／Ｅ・シヴァルツ演出／宇野重吉
出演／清水将夫、山内明、坂口美奈子、南風洋子他

て
は
、
タ
イ
国
政
府
も
大
賛
成
で
、
船
で
日
本
ま
で
迎
え
に
く
る

と
い
う
。
Ｓ
氏
は
、
花
子
を
タ
イ
ま
で
送
っ
て
い
っ
た
う
え
で
、

二
代
目
花
子
の
仔
象
を
も
ら
う
約
束
を
と
り
つ
け
て
い
た
。
こ
の

仔
象
を
、
日
本
の
子
供
た
ち
と
と
も
に
暮
さ
せ
、
成
象
に
な
っ
た

ら
ふ
た
た
び
タ
イ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
か
え
し
て
や
り
、
ま
た
、
仔

象
を
も
ら
っ
て
く
る
計
画
だ
っ
た
。

だ
が
、
そ
の
ま
え
に
、
Ｓ
氏
に
残
さ
れ
た
仕
事
が
あ
っ
た
。
い

よ
い
よ
花
子
が
タ
イ
に
帰
れ
る
身
体
に
な
っ
た
ら
、
Ｓ
氏
は
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
せ
、
全
国
の
学
校
や
施
設
を
ま
わ
っ
て
、
花
子
を
励
ま

し
て
く
れ
た
子
供
た
ち
に
、
元
気
に
な
っ
た
花
子
の
姿
を
み
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
そ
の
と
き
は
、
わ
た
し
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
寝
袋
と
即
席
ラ
ー
メ

ン
で
も
積
み
こ
み
、
花
子
と
二
人
で
野
宿
で
も
し
な
が
ら
、
お
礼

の
旅
を
つ
づ
け
る
つ
も
り
で
す
よ
」

そ
の
日
の
く
る
の
が
待
ち
ど
お
し
く
て
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
Ｓ
氏

は
、
目
を
か
が
や
か
せ
て
語
っ
た
。
（
つ
づ
く
）

☆真夏の夜の夢
５月2 4 日（木）
ｒ､Ｍ､ ６：００～９ｇ００
英国ロイヤル・シェー
クスピア劇団
演出／ピーター・プル
ック美術／サリー・
ジェイコプス音楽／
紗雀馬方 i 塗綴…簿嬢
蕊編11燕J鍵ご〃
<麗拶O 神戸国際会館翼翼の夜の夢
☆花柳流三ツ桜会
５月1２（土）１３（日）Ａ､Ｍ・1 0：３０～P .Ｍ, 8：３０
神戸国際会館花柳芳一、芳恵一子

★仁函インコウベ
５月3 1 日（木）①P . Ｍ､ 2 ：００～４：００②ＰｏＭ６：００～８
：００神戸国際会館ケスト／カフス・ボタン、ザロパンダ
前売Ｓ蕊9 0 0 Ａ蓄7 0 0 Ｂ薯6 0 0
当日Ｓ蓄1 . 2 0 0 Ａ蚕1 , 0 0 ＯＢ密9 0 0

床
か
ら
立
ち
あ
が
ろ
う
と
す
る
。

「
そ
ら
。
も
う
ひ
と
息
だ
ノ
ー
」

Ｓ
氏
に
は
げ
ま
さ
れ
、
花
子
は
、
ま
ず
前
肢
を
ふ
ん
ば
ら
せ

て
、
そ
れ
か
ら
、
後
肢
を
た
て
な
が
ら
、
数
ト
ン
の
腫
体
を
み
ご

と
に
起
立
さ
せ
て
い
っ
た
。

「
よ
し
／
・
」

Ｓ
氏
の
賞
讃
の
声
に
、
花
子
は
、
そ
う
し
て
立
ち
あ
が
れ
た
こ

と
が
い
か
に
も
う
れ
し
そ
う
に
、
長
い
鼻
を
尺
井
め
が
け
て
、
高

々
と
ふ
り
あ
げ
て
い
た
。

多
木
も
康
子
も
、
思
わ
ず
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

「
調
子
の
い
い
日
は
、
こ
の
ま
ま
、
戸
外
ま
で
も
う
何
メ
ー
ト
ル

も
、
し
っ
か
り
し
た
足
ど
り
で
歩
い
て
い
く
ん
で
す
よ
。
も
う
ひ

と
息
な
ん
で
す
。
あ
と
半
年
も
訓
練
す
れ
ば
、
花
子
は
、
こ
の
島

牧
の
野
や
山
を
悠
々
と
闇
歩
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
」

Ｓ
氏
は
、
自
信
に
み
ち
た
声
で
言
っ
た
。

こ
う
し
た
花
子
の
必
死
に
生
き
よ
う
と
す
る
け
な
げ
な
姿
が
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
る
と
、
全
国
の
身
体
障
害
児

や
ろ
う
あ
者
た
ち
に
、
深
い
感
動
を
与
え
た
。
全
国
の
子
供
た
ち

か
ら
、
激
励
や
見
舞
い
の
便
り
が
送
ら
れ
、
各
地
で
「
花
子
を
励

ま
す
会
」
も
結
成
さ
れ
た
。
花
子
を
タ
イ
に
か
え
す
こ
と
に
つ
い
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竹
馬
準
之
励

外
島
他
吉

直
木
太
一
郎

西
脇
親

中
巻
弘

中
西
勝

難
波
還

南
部
圭
三

野
沢
幸
二
郎

畑
専
一
郎

深
水
惣
吉

福
冨
芳
美

松
井
高
男

宮
崎
辰
雄

宮
地
聖
二

村
上
正
二
郎

百
時
辰
雄

行
吉
哉
女

神
戸
青
年
会
議
所

安
部
正
夫

朝
比
奈
隆

青
木
重
雄

砂
野
仁

乾
豊
彦

石
野
信
一

石
野
成
明

榎
並
正
一

牛
尾
吉
朗

岡
崎
忠

小
曽
根
真
造

小
野
一
夫

大
淵
ツ
ト
ム

金
井
元
彦

嘉
納
正
治

嘉
納
毅
六

柏
井
健
一

小
磯
良
平

小
林
芳
夫

ナ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
ジ

ョ
イ
ン
ト
。
イ
メ
ー
ジ
あ
ふ
れ
る
作
品

で
、
神
戸
ま
つ
り
に
ア
ン
コ
ー
ル
出
場
で

す
。
（
小
泉
美
喜
子
）

★
初
夏
の
風
と
共
に
、
鋪
集
室
に
３
人
の

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
た
ち
が

入
社
。
気
が
散
っ
て
気
が
散
っ
て
今
月
は

編
築
が
ず
い
分
遅
れ
ま
し
た
。
ど
う
も
す

み
ま
せ
ん
。
（
橋
本
明
）

★
神
戸
ま
つ
り
特
築
の
た
め
の
原
称
を
依

頼
し
な
が
ら
、
初
夏
の
ひ
と
と
き
を
今
年

も
神
戸
ま
つ
り
を
市
民
自
身
の
手
に
よ
っ

て
ク
リ
エ
イ
ト
し
た
い
も
の
と
思
い
つ
つ

仲
々
集
ら
ぬ
原
稿
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
（
察
裕
勝
）

☆
あ
こ
が
れ
の
「
神
戸
っ
子
」
の
編
集
室

に
入
っ
て
三
週
間
。
素
敵
な
雑
雄
の
か
げ

に
隠
さ
れ
た
苦
労
を
共
に
し
ま
し
た
。
ホ

レ
扱
影
ホ
レ
取
材
と
忙
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
（
西
口
恵
子
）

★
四
月
は
じ
め
、
新
柵
に
空
飛
ぶ
阿
盤
騒

ぎ
の
記
事
が
頼
っ
た
こ
と
、
ご
存
じ
で
す

か
。
私
ア
レ
見
た
ん
で
す
。
興
雷
い
ま
だ

醒
め
や
ら
ず
、
今
月
か
ら
神
戸
っ
子
で
ガ

ン
パ
ッ
て
い
ま
す
。
（
井
上
久
代
）

★
毎
日
思
う
こ
と
は
唯
一
つ
、
と
に
か
く

が
ん
ば
ら
な
く
っ
ち
ゃ
ノ
．
（
中
村
雅
子
）

☆
い
つ
も
「
神
戸
っ
子
」
を
愛
読
さ
せ
て

戯
い
て
お
り
ま
す
。
「
神
戸
っ
子
」
は
あ

ら
ゆ
る
面
か
ら
神
戸
の
街
を
堀
り
下
げ
、

私
達
読
み
手
に
と
っ
て
こ
れ
程
楽
し
い
本

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
先

生
の
女
休
百
景
一
、
二
、
三
月
号
と
今
年

に
な
っ
て
か
ら
パ
リ
、
サ
イ
ゴ
ン
、
タ
イ

と
外
国
が
続
い
て
舞
台
も
美
し
く
、
四
月

号
が
楽
し
み
で
す
。

今
月
は
私
も
”
受
け
ロ
の
女
“
で
す
の

で
特
に
興
味
深
く
銃
ま
せ
て
欺
き
ま
し

た
。
秘
も
の
ん
き
で
太
っ
腹
の
と
こ
ろ
が

そ
っ
く
り
だ
と
ひ
そ
か
に
ほ
く
そ
笑
ん
で

い
ま
す
。
秘
と
同
じ
様
に
こ
っ
そ
り
女
体

百
景
の
ぺ
Ｉ
ジ
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
が
、
私
達
女
性
の
中
に
も
多
い
の
で

は
な
い
か
と
想
像
を
め
ぐ
ら
し
て
い
ま

す
。
一
度
直
接
Ｈ
先
生
に
お
会
い
し
て
お

発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
が
た

愛
読
者

サ
ロ
ン

夕′小

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
誠
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
潟
集
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
二
○
○
円

１
年
分
二
四
○
○
円
（
送
料
共
）

★
月
刊
神
戸
づ
子
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
神

戸
の
銘
店
に
は
、
お
客
さ
室
へ
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
神
戸
っ
子
が
お
か
れ
て
い
ま
す

★
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

コ
ウ
ペ
ブ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
漢
口
京
町
筋

漢
口
堂
湊
川
商
店
街

流
泉
蚕
房
セ
ン
タ
ｉ
街

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

日
束
館
大
丸
前

津玉田田滝滝竹角砂塩新白雀阪坂古後上小小

高井中宮川川中南田路谷川部本井林藤林林泉
和健虎勝清猛重義秀昌時喜末英秀徳

之
一操郎彦二一郁夫民孝雄渥介勝忠楽二一雄一

話
し
た
い
班
が
あ
る
の
で
す
が
．
…
・
・
。

（
須
磨
区
女
休
百
梁
の
一
愛
読
者
）

☆
先
日
、
東
京
よ
り
お
電
話
し
た
者
で

す
。
早
速
”
神
戸
っ
子
“
を
お
送
り
下
さ

い
蓑
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
好
き
な
神
戸
の
に
お
い
が
し
ま
し
た
。

三
月
、
四
月
と
神
戸
に
旅
行
し
蓑
す
が

そ
の
時
大
い
に
役
立
て
よ
う
と
一
ペ
ー
ジ

一
ペ
ー
ジ
を
大
切
に
見
て
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
す
て
き
な
グ
ッ
ド
セ
ン
ス

の
“
神
戸
っ
子
“
に
期
待
し
て
ま
す
。

（
東
京
都
目
黒
区
恵
子
）

★
伊
勢
田
さ
ん
の
美
学
は
ソ
フ
ト
で
す
が

ソ
フ
ト
な
イ
メ
ー
ジ
の
重
な
り
の
中
に
、

哀
し
い
人
生
の
像
が
湧
い
て
き
ま
す
。

（
宝
壌
市
丸
本
明
子
）

☆
東
京
に
い
て
三
年
間
神
戸
を
留
守
に
し

て
い
ま
し
た
。

久
し
ぷ
り
に
「
神
戸
っ
子
｝
を
読
ん

で
そ
の
充
実
ぶ
り
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

早
速
、
片
手
に
持
っ
て
す
っ
か
り
変
わ
っ

た
神
戸
の
町
を
歩
き
回
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
Ｋ
・
Ｎ
）

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
班

☆
発
行
／
妃
年
５
月
１
日

☆
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
生
田
区
東
町
、
の
１

，
大
神
ビ
ル
８
階

霞
遡
２
２
４
６
（
代
）

く

頒
価
”
円

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

’
5６

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

貿
易
セ
ン
タ
ー
店

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

隆
司
書
房
新
開
地
本
通
り

文
進
堂
書
店
垂
水
銀
座
通
り

木
村
書
店
明
石
市
桜
町

神
戸
書
林
板
・
宿
バ
ス
停
前

秋
田
百
文
堂
奉
畑
ト
榊
赤

南
天
荘
阪
急
六
甲
駅
２
階

ラ
ン
書
房
葺
合
区
布
引
町

４
丁
目

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
載
ご
希
望

の
方
は
禰
築
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
神
戸
百
店
会
の
率
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
偏
築
室
内
に
あ
り
ま
す
。

★
春
閲
澗
の
四
月
七
日
夜
、
一
月
刊
神
戸

っ
子
十
二
周
年
記
念
出
版
記
念
会
」
が
眼

や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。
約
九
百
名
近
い

皆
様
の
ご
参
加
の
も
と
に
、
プ
ル
ー
メ
ー

ル
賞
受
賞
式
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ
、

酒
祭
り
が
行
わ
れ
、
神
戸
ら
し
い
集
い
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
さ
ま
の
お
力
添

え
と
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
よ
ろ
し
く
お
導
き
下
さ
い
。

（
小
泉
康
夫
）

☆
厳
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
コ
ゥ
ベ
“
八
名
の
モ

デ
ル
の
楽
し
い
シ
ョ
ウ
を
男
性
諸
氏
、
い

が
い
に
シ
ト
ャ
ヵ
一
一
ご
覧
に
な
っ
て
い
た

の
は
さ
す
が
神
戸
。
酒
祭
り
な
の
で
野
次

飛
び
交
い
は
せ
ぬ
か
と
心
配
し
て
い
た
の

に
。
美
術
の
津
高
、
元
永
、
石
阪
諸
先
生

方
も
”
遊
び
“
の
糖
神
発
押
し
て
オ
リ
ジ

編
集
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